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Javaの世界ではサーバーアプリケー

ションの生産性の向上とポータビリテ

ィを目指し、コンポーネント化が盛ん

になってきています。システムサービ

スであるデータベース処理やトランザ

クション処理もEJB（Enterprise Java

Beans）にすることで複数ベンダー間

に渡る分散オブジェクトによるEJB同

士の相互接続も成功例が増えているよ

うです。

Windowsの世界ではイントラネット

上において以前からDCOMコンポーネ

ントによる分散オブジェクトの接続が

実現されていますが、.NETのリモーテ

ィング技術（.NET Remoting）により

Webサービスもサポートできるように

なりました。データベース処理やトラ

ンザクション処理をコンポーネント化

し、本来のアプリケーションで必要な

ビジネスロジックのアプリケーション

開発に専念できます。

Javaの世界のEJBとWindowsの世界

のDCOMコンポーネントを接続するに

は、「ブリッジソフト」を使います。数

あるブリッジソフトの中でユニークな

ソフトとして、カナダのIntrinsyc Soft-

ware社が開発した「J-Integra」があり

ます。J-Integraは、JavaとDCOM間を

相互連携させるブリッジソフトです。

そして、昨秋、同社からJ-Integraの

DCOMプロトコルを.NET Remotingに

置き換えた「Ja.NET」というブリッジ

ソフトがリリースされました。本稿で

は、このJa.NETを中心にJavaと.NET

の相互連携に関してご紹介します。

まずは、J-Integraに関して、簡単に

説明しておきましょう。

J-Integraは、JavaとDCOM間を連携

させるソフトでピュアJavaの製品です。

J-Integraは、オブジェクト指向でのプ

ログラミングを可能にする双方向のブ

リッジです。JavaからDCOMのオブジ

ェクトにアクセスしたり、Windowsか
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らEJBにダイレクトにアクセスするこ

とが可能です。

そして、このJ-Integraの思想を受け

継ぎ、接続のプロトコルをDCOMか

ら.NET Remotingに変更して、接続を

Webにまで拡げたのがEJBと.NETをブ

リッジする「Ja.NET」になります。

EJBと.NETを連携するブリッジソフ

トJa.NETの開発元であるIntrinsyc

Software社は、DCOMでのコンポーネ

ント接続を得意としており、エンベデ

ッドをサポートする「deviceCOM」と

いう製品もリリースしています。同社

では、もともと組み込みOSであるWin-

dows CEやLinuxを搭載した、名刺サ

イズよりも小さい評価ボードの開発を

行なっており、無線でイントラネット

のDCOMコンポーネントへダイレクト

アクセスを行なう技術や、無線での

DCOMの不安定さを解消してフォール

トトレーラント化する技術をdevice

COMとして商品化しています。

このような技術に裏付けされた

Ja.NETは、マイクロソフトの新しい分

散オブジェクトプロトコルである.NET

RemotingにJ-Integraの技術を導入し、

DCOMをシミュレートしました。そし

て、EJBとCLR（Common Language

Runtime）コンポーネント間をダイレ

クトにアクセス可能にしてしまったの

です。つまり、Ja.NETを使用すればC#

やVB.NETのプログラムの中で、まる

でC#やVB.NETのコンポーネントであ

るかのように、EJBオブジェクトのメソ

ッドにアクセスできます。そして、EJB

コンポーネントやサーブレット、JSP

（Java Server Pages）中からEJBのよう

に、CLRコンポーネントのオブジェク

トのメソッドにダイレクトにアクセス

することができます。

アクセス方法としては、「TCP/IP上

でのバイナリ（BINARY）アクセス」と

「HTTP上でのSOAPによるアクセス」

が用意されています。バイナリでの高

速アクセスは、イントラネットでの使

用に最適です。.NET Remotingは拡張

性がありますが、現在のJa.NET（バー

ジョン1.2）は、HTTP、TCP/IP、SOAP、

BINARYの各プロトコルをサポートし

ています。そして、DCOM版のJ-Inte-

graがイントラネットに対応していたの

に対し、Ja.NETはイントラネットとリ

モーティングによるWebサービスが利

用できます。

図1はJavaプラットフォームから

.NETプラットフォームへのアクセス

例、図2は.NETプラットフォームから

Javaプラットフォームへのアクセス例

です。図1は、Javaプログラム中で.NET

プラットフォームのVB.NETコンポー

ネントへアクセスしています。図2は、

C#プログラム中でJavaプラットフォー

ムのJavaコンポーネントへアクセスし

ています。どちらの場合もTCP/IP上で

のバイナリによるアクセス例です。

ここで重要なのは、「プログラミング

時にオブジェクト指向のメカニズムを

使える」ということです。オリジナル

のアクセス方法がそのまま適用できる

のです。たとえば、VB.NETのプログラ

ムで.NETコンポーネントの「Abc.add

(test)」というメソッドにアクセスでき

るなら、Javaプログラム中でも同様に

「Abc.add(test)」というメソッドをあた

かもJavaのコンポーネントと同じよう

にアクセスできます。そして、コンポ

ーネントサーバー側は、プログラムに

ついてまったく変更をしないで済むと

いうことになります。

この例では、.NETのCLRプロトコル

でダイレクトにバイナリアクセスして

いますが、もちろんHTTP上でSOAPに

よるアクセスも可能です。

Ja.NETでは、JavaはピュアJavaを対

象とするので、各ベンダーのピュア

Java（J2EE、J2SE）が走る環境であれ

ばプラットフォームを問わず動作しま

す。Ja.NETは、このピュアJavaと.NET

を双方向でブリッジします。Javaプラ

ットフォームと.NETプラットフォーム

間を、.NET RemotingによるHTTP上

でのSOAPを利用したアクセスや、CLR

コプロトコルでダイレクトにCLRコン

ポーネントへのアクセスを実現します。

マイクロソフトは、COM/DCOMの

ときのようなCLRコンポーネントを提

供していません。それよりも、CLRコン

ポーネント製品を提供するベンダーを

取り込むための土台としての環境作り

を急いできました。しかし、マイクロソ

フトは、これから徐々にCLRコンポーネ

ント製品をリリースしてゆくようです。

DCOM版ブリッジのJ-Integraでは、

JavaクライアントからDCOMプラット

フォームのExcelオブジェクトにアクセ

スしてExcelの帳票イメージを印刷した
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